
学術集会日程表 

第 14 回九州ハンドセラピィ研究会学術集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8:50 開会式 

ス
プ
リ
ン
ト
展
示
・
企
業
展
示 

9:00 
特別講演 岳原吾一先生 

那覇市立病院 手外科専門医  

  

  

10:00 休憩 

10:10 
一般演題Ⅰ     5 演題 

  

11:00 休憩 

11:10 
一般演題Ⅱ     5 演題 

  

12:00 
昼休憩    

  

13:00 
教育講演 越後歩先生 

札幌徳洲会病院 認定ハンドセラピスト 

  

  

14:00 休憩 

14:10 
一般演題Ⅲ     5 演題 

  

15:00 休憩 

15:10 
一般演題Ⅳ     4 演題 

  

15:50 休憩 

16:00 
スプリント デモンストレーション 

  

  

シンポジウム   

  

17:40 閉会式 



第 14 回 九州ハンドセラピィ研究会学術集会 プログラム 

2023年 1月 28日（土） 

 

 

 

 

『難渋例をつくらないためのセラピィの工夫』 

那覇市立病院 手外科専門医 岳原 吾一 先生 

 

 

 

 

 

Ⅰ-1 左橈尺骨遠位端骨折後の前腕回旋制限に対して Ultraflex Component前腕回旋装具の 

使用経験 

聖マリア病院 吉瀬 陽 

 

Ⅰ-2 掌側転位型橈骨遠位端関節内骨折術後の手根骨掌側亜脱臼が機能回復に及ぼす影響 

‐関節可動域と握力に着目した検討‐ 

かわしまクリニック 奥貞 佑美絵 

 

Ⅰ-3 橈骨遠位端骨折に尺骨遠位端骨折を合併した症例に対する Hand２０と機能的要因の関連性 

北九州総合病院 牛尾 篤史 

 

Ⅰ-4 橈骨遠位端骨折術後患者に対するリエゾンサービスの試み 

‐作業療法士の関わり‐ 

北九州総合病院 下門 範子 

 

Ⅰ-5 橈骨遠位端骨折患者手術症例の経過 

‐術後 8週時の疼痛と筋力の関連性について‐ 

北九州総合病院 日高 実沙絵 

 

 

 

 

特別講演                                9：00～10：00 

司会：澤田 歩（那覇市立病院） 

 

一般演題Ⅰ                               10：10～11：00 

座長：佐伯 匡司（たぐち整形外科クリニック） 



 

 

 

 

Ⅱ-1 手外科疾患患者に対する ADOC‐Hを用いた作業に基づいた介入の実践 

‐事例集積報告‐ 

大手町病院 大草 直樹 

 

Ⅱ-2 小児末梢神経損傷患者に対する遊びを通した作業療法の経験 

ちゅうざん病院 濱田 隆広 

 

Ⅱ-3 尺骨突き上げ症候群に対する尺骨短縮骨切り術は術式で術後成績に差があるのか 

溝口整形外科 小野 水紗都 

 

Ⅱ-4 TFCC損傷に対する鏡視下デブリードマンの短期治療成績 

福岡山王病院 塚本 和代 

 

Ⅱ-5 肘頭脱臼骨折の術後早期にタウメル式肘装具を用いた装具療法を導入し早期の可動域獲得に 

   至った一症例 

大牟田市立病院 原田 貴正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『外傷手におけるハンドセラピィの初期対応 −後遺症を少なくするために−』 

                  札幌徳洲会病院 認定ハンドセラピスト 越後 歩 先生 

 

 

 

 

一般演題Ⅱ                               11：10～12：00 

座長：渡辺 誠司（大分中村病院） 

教育講演                               13：00～14：00 

座長：野中 信宏（愛野記念病院） 

昼休憩                                12：00～13：00 

 

 



 

 

 

Ⅲ-1 指屈筋腱 Zone２の癒着剥離術に対する早期自動運動療法と物品を併用しての 

作業療法の経験 

ちゅうざん病院 座覇 政成 

 

Ⅲ-2 関節リウマチによる手指伸筋腱皮下断裂（ZoneⅦ）術後の早期運動療法の経験 

川崎病院 野田 翔平 

 

Ⅲ-3 長母指伸筋腱断裂により固有示指伸筋腱を腱移行術した症例に対して 

－対立動作に着目した介入－ 

大手町病院 羽生 将太 

 

Ⅲ-4 示指 MP関節伸筋腱橈側脱臼例のハンドセラピィの一経験 

秋吉整形外科 小窪 雄介 

 

Ⅲ-5 重度上肢外傷のハンドセラピィ経験 

－骨欠損・正中神経欠損・屈筋腱断裂欠損を伴う－ 

今村病院 原 理 

 

 

 

 

Ⅳ-1 中節骨頚部骨折術後の早期スポーツ参加と可動域改善に複数のスプリントが有効であった 

症例     

ロクト整形外科 J2 友寄 俊 

 

Ⅳ-2 70歳未満男性の母指 CM 関節症に対する LRSA術後成績 

福岡山王病院 榎田 真吾 

 

Ⅳ-3 重度手根管症候群に対する母指対立再建術後の母指 MP関節が対立機能へ及ぼす影響 

 

医療法人友和会 鶴田整形外科 鶴田 智也 

 

Ⅳ-4 右中節骨開放骨折術後のセラピィの経験 

南部徳洲会病院 赤嶺 果音 

 

一般演題Ⅲ                               14：10～15：00 

座長： 栗木 康介（福岡整形外科病院） 

一般演題Ⅳ                              15：10～15：50 

座長：下門 範子（北九州総合病院） 

 



 

 

 

肘関節：安静固定用スプリント          那覇市立病院         澤田 歩  

 

手関節：カックアップスプリント         たぐち整形外科クリニック   佐伯 匡司  

 

手指関節：ナックルキャスト           福岡整形外科病院      栗木 康介  

         

 

 

 

 

 

 

 

肘関節外傷後のセラピィと splint 療法 

那覇市立病院 坂田 美紀  

 

手関節周囲骨折における pitfall と useful handを獲得するための取り組み 

聖マリア病院 高島 広樹  

 

手指骨折後のセラピィのポイント 

貞松病院 濱田 ゆかり  

 

 

シンポジウム 『ハンドセラピィにおける，私たちの取り組み   

―超急性期から useful hand獲得を目指して―』     16：30～17：40 

  座長：山田 玄太（愛野記念病院） 

太島 孝也（聖マリア病院） 

 

座長：佐伯 匡司（たぐち整形外科クリニック） 

 

スプリント デモンストレーション                    16：00～16：30 

                         


